
かい わ すす
会話を進める

かい わ じゅぎょう もくてき ひろ い み はな ちから の
会話の授業の目的は、広い意味で話す力を伸ばすこと

おも はな かつどう ぜんごう かいがい に ほん ご きょういく
だと思います。話す活動には、前号の「海外日本語教育

しょうかい ひと り
Q&A」で紹介したスピーチなどのように、一人でまと

ないよう はな どく わ けいしき ふた り い じょう こと ば
まった内容を話す独話形式のものと、二人以上で言葉の

ひと かい わ すす たい わ けいしき
やりとりをして一つの会話を進めていく対話形式のもの

こんかい たい わ けいしき こと ば
があります。今回は、対話形式で言葉のやりとりをして、

ひと かい わ すす ちから の し どうほうほう と
一つの会話を進めていく力を伸ばすための指導方法を取

あ
り上げます。

かい わ し どう
◆会話を指導する

つぎ かい わ ぶん み
まず、次の会話文を見てください。

かい わ れい
〈会話例１〉

A：ここはどこですか。

よ よ ぎ
B：ここは代々木です。

かい わ ひと みち まよ
たぶんこの会話では、Aの人が道に迷っていて、Bの

ひと いま ば しょ き ひと こた
人に今いる場所について聞き、Bの人が答えているので

しつもん こた お かんたん かい わ
しょう。質問と答えで終わる簡単な会話です。しかし、

じっさい かんたん かい わ じっ
実際には、このように簡単な会話になるでしょうか。実

さい ば あい ひと ば しょ し
際の場合は、まずAの人が、その場所を知っていそうな

ひと こえ こえ あい
人に声をかけなければなりません。また、声をかけた相

て こた かんたん れい い
手が答えてくれたら、簡単なお礼くらいは言うでしょう。

つぎ かい わ きょう か しょ かい わ ぶん
次の会話は教科書の会話文です。

かい わ れい でんしゃ なか
〈会話例２〉 電車の中で

り
李 ：すみません。ここ、どこですか。

じょうきゃく よ よ ぎ
乗客：ええと、ここは代々木。

り おお く ぼ
李 ：大久保はまだですか。

じょうきゃく ふん
乗客：ええ、あと５分くらい。

り
李 ：いくつめですか。

じょうきゃく ひと ふた おお く ぼ ふた め
乗客：ええと、１つ、２つ…大久保は２つ目。

り おお く ぼ おし
李 ：すみません。大久保で教えてください。

じょうきゃく
乗客：ええ、いいですよ。

り
李 ：どうも。

に ほん ご にゅうもん
『日本語入門 はじめのいっぽ』スリーエーネットワーク（p．１００）

かい わ れい でんしゃ の り べつ じょうきゃく
〈会話例２〉は電車に乗っている李さんと別の乗客の

かい わ かい わ り
会話です。この会話は、李さんの「すみません」という

よ ひょうげん はじ り
呼びかけの表現で始まっています。そして、李さんの

れい ひょうげん お
「どうも」というお礼の表現で終わっています。さらに、

じょうきゃく い り はなし う
乗客のほうも「ええ」と言って、李さんの話を受けたり、

い かんが ま
「ええと」と言って、考える間をとったりしています。

かい わ
もしこの会話から「すみません」「どうも」「ええ」

と さいていげんかい わ な た
「ええと」を取ってしまっても、最低限会話は成り立ち

じょうほう にん
ます。でも、それでは、情報のやりとりがあるだけの人

げん み かい わ
間味のない会話になってしまうでしょう。

にちじょうおこな に ほん ご かい わ かんさつ
日常行われている日本語の会話を観察すると、「すみ

ひょうげん つか き
ません」などの表現がたくさん使われているのに気がつ

ひょうげん かい わ なか じゅうよう やくわり
きます。そして、それらの表現は会話の中で重要な役割

は かい わ れい
を果たしています。〈会話例２〉では、「すみません」は

かい わ はじ かい わ つづ
会話を始めることを、「ええ」や「ええと」は会話を続

かい わ お
けるということを、「どうも」は会話が終わることを、

あい て つた にちじょう かい わ
それぞれ相手に伝えています。このように、日常の会話

さん か ひと たが あい ず おく
は、参加している人たちが、お互いに合図を送りながら

すす かい わ すす あい ず
進めているのです。このような会話を進めるための合図

つぎ
には次のようなものがあります。

ひと ぶん つく ぶんぽう
一つの文を作るときには文法というきまりがあります。

おな かい わ ぶんぽう
それと同じように、会話にも文法ほどはっきりしたもの
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じゅ ぎょう

授業のヒント
こんかい かい わ じゅぎょう なに おし
今回は会話の授業で何を教えるか、どう

おし かんが
やって教えるかについて考えてみましょう。

もくてき おし
目的・教えること

こと ば かい わ すす ちから たか
・言葉のやりとりをして会話を進める力を高める

がくしゅうしゃ
学習者のタイプ

しょきゅう ちゅうきゅう
・初級・中級

にんずう
クラスの人数

なんにん
・何人でも

じゅん び
準備するもの

とく
・特になし

かい わ はじ
会話を始める

あい て よ
相手に呼びかける「すみません」「あのう」

あい て な まえ よ
相手の名前を呼ぶ、など

かい わ つづ
会話を続ける

あい て い う
�相手の言ったことを受ける（あいづち）

「ええ」「はい」「うん」「そうですか」「そうですね」など

かんが ま
�考える間をとる

「ええと」「ううん」など

かい わ お
会話を終わる

れい い
お礼を言う「どうも」「ありがとうございました」

わか つ
別れを告げる「じゃあ、これで」、など
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き かい わ
ではありませんが、決まったルールがあります。会話を

すす ちから の きょうしつ かい わ
進める力を伸ばすためには、教室でこのような会話の

し どう ひつよう
ルールを指導する必要があるでしょう。

じゅぎょう おう よう
◆授業での応用

がくせい に ほん ご かい わ なが
まず、学生に日本語の会話の流れがどんなものなのか、

れい つか し ひつよう
例を使って知ってもらう必要があります。

きょう か しょ り よう
� 教科書のテープを利用する

かい わ れい しょうかい さいきん きょう か しょ かい
〈会話例２〉でも紹介しましたが、最近の教科書の会

わ ぶん し ぜん かい わ なが い しき つく
話文は、自然な会話の流れを意識して作られています。

きょう か しょ かい わ き がくせい つぎ
そこで、教科書の会話テープを聞くときに、学生に次

しつもん
のようなことを質問するといいでしょう。

かい わ はじ
・どうやって会話を始めているか。

かい わ つづ こと ば つか
・会話を続けるためにどんな言葉を使っているか。

かい わ お
・どうやって会話を終わっているか

つぎ てん かい わ すす かた かんが
さらに、次のような点も、会話の進め方を考えるとき

たいせつ
に大切です。

じょうきょう
・どんな状況か。

かい わ さん か しゃ かんけい あ ひと
・会話の参加者はどういう関係か（はじめて会う人か、

い ぜん し ひと め うえ ひと
以前から知っている人か、目上の人か、など）。

もくてき かい わ
・どんな目的のある会話なのか

しつもん がくせい かい わ なが り かい
このような質問は、学生が会話の流れを理解している

かくにん き ぼ ご おこな
かどうか確認するために聞くのですから、母語で行うと

ちゅうきゅう い じょう がくせい に ほん えい
いいでしょう。中級以上の学生には、日本のドラマや映

が かい わ み うえ しつもん
画などの会話を見せて、上のような質問をすることもで

きます。

がくせい じ しん はな かつどう かい わ なが
さらに、学生自身が話す活動をするときに、会話の流

つく れんしゅう ひつよう
れを作る練習をさせることも必要です。

ぶんけいれんしゅう かい わ れんしゅう
� 文型練習を会話練習にする

しょきゅう がくしゅう き ほんてき ぶんけい れんしゅう ば あい
初級で学習する基本的な文型の練習をする場合にも、

し ぜん かい わ ちか く ふう
できるだけ自然な会話に近づけるように工夫をするとい

たと じ かん い かた じ かん き かた べん
いでしょう。例えば、時間の言い方、時間の聞き方を勉

きょう ぶん けい れん しゅう かい わ はじ お ひょう
強したら、文型練習のときに、会話の始めや終わりの表

げん い じっさい かい わ ちか
現、あいづちなどを入れれば、実際の会話に近づきます。

かい わ れい
〈会話例３〉

いま なん じ
Ａ：すみません。今、何時ですか？

いま じ はん
Ｂ：はい、ええと、今５時半です。

Ａ：そうですか。ありがとうございます。

かい わ つか
� 会話のフローチャートを使う

かい わ なが てい ど あらわ ば あい かい わ
会話の流れがある程度はっきり表せる場合には、会話

なが かたち あらわ がくせい すす かた
の流れをフローチャートの形で表して、学生に進め方を

かくにん
確認させることもできます。

� ロールプレイでチェックする

がくせい じ ゆう かい わ つく かい わ
学生がロールプレイで自由に会話を作るとき、会話の

なが い しき し どう きょう し
流れを意識するように指導します。そして、教師がロー

ひょう か てん
ルプレイを評価するときに、その点ができているかど

がくせい
うかチェックするといいでしょう。そうすれば、学生は、

かい わ なが つく たいせつ かんが
会話の流れを作ることが大切であると考えるようになる

でしょう。

きょうしつ れんしゅう じっさい に ほんじん
このように教室で練習をしておけば、実際に日本人と

はな かい わ
話すときにもスムーズに会話ができるようになります。

きょうしつ はな がくせい じ しん に ほんじんどう し かい わ
さらに、教室を離れても、学生自身が日本人同士の会話を

かんさつ かい わ なが まな ちから み つ
観察しながら、会話の流れを学ぶ力が身に付くでしょう。

かい わ くわ せつめい
会話のしくみについて、ここではあまり詳しく説明す

し かた
ることができませんでした。もっとよく知りたい方は、

さんこうぶんけん に ほん ご きょういく かい わ ぶんせき さんしょう
参考文献の『日本語教育と会話分析』などを参照してく

ださい。

じ かい こんかい ひ つづ はな し どう しょうてん あ
次回も今回に引き続き、話すことの指導に焦点を当て

じ かい かい わ し どうほう しょうかい
ます。次回は会話のストラテジーの指導法を紹介します。
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こんかい たんとうしゃ あり ま じゅんいち ふるかわよし こ に ほん ご こくさい せんにんこう し
＊今回から、このコーナーの担当者は、有馬淳一、古川嘉子（日本語国際センター専任講師）になりました。

どくしゃ みな せいこうれい しっぱいだん よ
読者の皆さんのアイディア、成功例、失敗談などをお寄せください。

しつもん かい わ
わからないことばについて質問する会話：

せんせい
あなた 先生

かい わ れい
会話例：

Ａ：あのう、すみません。

Ｂ：はい。

て がみ か こと ば
Ａ：手紙を書いていて、わからない言葉があるんですが。

なん
Ｂ：はい。何ですか。

はいけい い み
Ａ：「拝啓」ってどんな意味ですか。

て がみ はじ こと ば
Ｂ：ああ、それは手紙の初めにつけるあいさつの言葉ですよ。

て がみ はじ こと ば
Ａ：手紙の初めにつけるあいさつの言葉、ですか。

Ｂ：ええ、そうです。

Ａ：ありがとうございました。

フローチャートは、『Situational Functional Japanese Volume One :

ぼんじんしゃ わ やく かい わ れい ひっしゃ さくせい
Drill』凡人社（p．１０７）のチャートを和訳。会話例は筆者らが作成。

たにぐち こ まんなみ え り いな こ はぎわらひろ き
１．谷口すみ子、萬浪絵理、稲子あゆみ、萩原弘毅

（１９９５）

に ほん ご にゅう もん
『日本語入門はじめのいっぽ』スリーエーネットワーク

つく ば
２．筑波ランゲージグループ（１９９２）『Situational Func-

ぼんじんしゃ
tional Japanese Volume One : Drill』凡人社

ほりぐちすみ こ に ほん ご きょういく かい わ ぶんせき
３．堀口純子（１９９７）『日本語教育と会話分析』くろしお

しゅっぱん
出版

４．Dornyei, Z. & Thurrel, S.（１９９２）Conversation And

Dialogues in Action. Prentice Hall

はな
話しかける

へん じ
返事をする

じ じょう せつめい
事情を説明する

へん じ
返事をする

こと ば
わからない言葉について

しつもん
質問する

せつめい
説明する

かくにん
確認する

おうとう
応答する

れい
お礼をいう
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さんこうぶんけん
■参考文献■

																																																										
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

																																																										




